
霧
島
市
青
少
年
問
題
協
議
会

設
置
条
例
の
一
部
改
正

　

現
行
の
霧
島
市
青
少
年
問

題
協
議
会
に
、
い
じ
め
問
題

対
策
連
絡
協
議
会
の
機
能
を

加
え
る
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
と
の
説
明
。

■問　
改
正
後
の
協
議
委
員
は
、

関
係
団
体
の
代
表
者
、
関
係

行
政
機
関
の
職
員
、
学
識
経

験
者
と
な
る
が
、
こ
れ
に
弁
護

士
、
医
者
、
警
察
と
い
う
職
種

の
人
た
ち
が
入
る
の
か
。

■答　
改
正
前
に
規
定
し
て
い

る
職
種
や
団
体
等
は
、
ほ
ぼ

お
願
い
す
る
。
加
え
て
新
た

に
法
務
局
の
職
員
や
児
童
相

談
所
、
中
学
校
長
を
委
嘱
す

る
予
定
で
あ
る
。

霧
島
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ

た
。
都
市
部
に
集
中
し
が
ち

な
法
人
住
民
税
の
一
部
を
国

税
化
し
、
地
方
交
付
税
の
原

資
と
す
る
も
の
。
ま
た
、
軽

自
動
車
の
税
率
を
現
行
の
約

1.5
倍
に
引
き
上
げ
、
最
初
の

新
規
検
査
か
ら
13
年
を
経
過

し
た
軽
自
動
車
に
つ
い
て
、

概
ね
20
％
の
重
課
税
率
を
適

各常任委員会に付託された案件について、審査した内容と結果を掲載しています。

＜審査した議案・陳情＞

議案  第34号
議案  第35号　
議案  第36号
議案  第39号
議案  第41号
議案  第44号
議案  第４号
陳情  第５号

陳情  第８号

霧島市青少年問題協議会設置条例の一部改正について  …………………………  全会一致で可決
霧島市非常勤の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について  …  全会一致で可決
霧島市税条例等の一部改正について  ………………………………………………  賛成多数で可決
霧島市火災予防条例の一部改正について  …………………………………………  全会一致で可決
財産の取得について（40m級はしご付消防自動車）………………………………  全会一致で可決
財産の取得について（消防小型動力ポンプ付普通積載車４台）…………………  全会一致で可決
霧島市立・隼人庭球場を砂入り人工芝に改修を求める陳情書  …………………  継続審査
少人数学級の推進などの定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元を
はかるための、2015年度政府予算に係る意見書採択の要請について  …………  全会一致で採択
「県民の安全が担保されない拙速な川内原発1・2号機の再稼働を認めない
決議」の採択を求める陳情書  ………………………………………………………  継続審査

総務文教常任委員会

環境福祉常任委員会

産業建設常任委員会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

◎
池
田　

綱
雄　

○
有
村　

隆
志　

平
原　

志
保

　

阿
多　

己
清　
　

中
村　

正
人　

松
元　

   

深

　

塩
井
川
幸
生　
　

池
田　
　

守　

前
川
原
正
人

用
す
る
ほ
か
、
法
改
正
に
伴

う
字
句
や
条
番
号
の
ず
れ
を

修
正
す
る
と
の
説
明
。

■問　
法
人
市
民
税
の
税
率
が

100
分
の
14.7
か
ら
100
分
の
12.1

に
な
る
が
、
今
回
の
税
条
例

改
正
に
よ
っ
て
本
市
に
ど
う

い
う
影
響
や
変
化
が
出
て
く

る
の
か
。

■答　
平
成
25
年
度
を
基
に
考

え
る
と
、
約
13
億
円
の
法
人

税
割
分
額
が
、
約
10
億
７
０

０
０
万
円
に
な
り
、
差
し
引

き
約
２
億
３
０
０
０
万
円
の

減
収
と
な
る
。
こ
れ
を
国
税

化
し
、
地
方
交
付
税
の
原
資

と
す
る
。
交
付
税
特
別
会
計

に
直
接
繰
り
入
れ
る
と
い
う

こ
と
ま
で
は
聞
い
て
い
る

が
、
市
の
交
付
税
の
中
に
ど

れ
ほ
ど
入
っ
て
く
る
の
か
分

か
ら
な
い
。

▼
交
付
税
が
増
加
す
る
保
証

は
ど
こ
に
も
な
い
。
自
動
車

取
得
税
の
引
き
下
げ
の
財
源

確
保
の
代
替
で
、
軽
自
動
車

や
原
付
、
単
車
等
の
課
税
を

引
き
上
げ
た
。
再
来
年
の
新

規
検
査
か
ら
13
年
が
経
過
す

る
と
1.8
倍
の
増
税
と
な
り
、

極
め
て
理
不
尽
な
制
度
で
あ

る
と
の
反
対
討
論
が
あ
り
ま

し
た
。

40
ｍ
級
は
し
ご
付
消
防
自
動

車
の
配
備

　

霧
島
市
消
防
局
中
央
署
の

40
ｍ
級
は
し
ご
付
消
防
自
動

車
１
台
（
平
成
７
年
式
）
を
更

新
し
、
配
備
す
る
と
の
説
明
。

■問　
は
し
ご
車
の
出
動
回
数

は
何
回
か
。

■答　
19
年
間
で
36
回
で
あ

る
。

消
防
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
普

通
積
載
車
の
配
備

　

霧
島
市
消
防
団
の
消
防
小

型
動
力
ポ
ン
プ
付
普
通
積
載

車
４
台
（
平
成
４
年
式
）
を

更
新
し
、
横
川
方
面
隊
佐
々

木
分
団
小
原
、
横
川
方
面
隊

山
ヶ
野
分
団
古
城
、
牧
園
方

面
隊
持
松
分
団
、
福
山
方
面

隊
第
三
分
団
佳
例
川
部
に
配

備
す
る
と
の
説
明
。

　

議
員
と
語
ろ
か
い
で
出
た

意
見
の
う
ち
、
次
の
５
項
目

に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

健
康
運
動
普
及
推
進
員
の
謝

礼
に
つ
い
て

　

健
康
運
動
普
及
推
進
員

は
、
準
備
・
講
義
等
の
進
め

環境福祉
常任委員会

◎時任　英寛　○宮本　明彦

　徳田　修和　　中村　満雄

　植山　利博　　今吉　歳晴

　蔵原　　勇　　宮内　　博

＜審査した議案・陳情＞

議案  第40号

議案  第42号

議案  第45号

陳情  第３号

霧島市ローカルエネルギー館の設置及び管理に関する

条例の廃止について  ……………………………………… 全会一致で可決  

字の区域の変更について  ………………………………… 全会一致で可決

財産の処分について（国分上小川工業団地）  ………… 賛成多数で可決

宮の杜公園に、トイレ新設を求める陳情書  …………… 賛成少数で不採択

産業建設
常任委員会

◎志摩　浩志　○前島　広紀

　木野田　誠　　中馬　幹雄

　厚地　　覺　　新橋　　実

　常盤　信一　　岡村一二三

　下深迫孝二

40m級はしご付消防自動車

こ
ば
る

ふ
る
じ
ょ
う

方
・
事
故
対
応
等
を
考
慮

し
、
２
名
体
制
で
の
参
加
と

し
て
い
る
。
報
償
費
は
、
１

回
当
た
り
２
０
０
０
円
と
し

て
い
る
。

▼「
地
域
健
康
生
き
が
い
づ

く
り
事
業
」
も
報
償
費
を
補

助
対
象
経
費
と
し
て
検
討
す

べ
き
で
あ
る
。
講
師
謝
礼
金

２
０
０
０
円
は
適
正
な
金
額

で
あ
る
。
２
名
体
制
に
つ
い

て
も
適
切
な
措
置
で
あ
る
。

当
該
事
業
が
事
業
趣
旨
に

沿
っ
て
更
な
る
拡
充
を
図
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
求
め
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
に
つ
い
て

　

年
４
回
「
社
協
だ
よ
り
」

が
発
行
さ
れ
、
基
本
方
針
、

事
業
計
画
、
予
算
・
決
算
、

事
業
報
告
等
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

▼
今
後
と
も
広
く
市
民
の
声

を
反
映
す
る
体
制
を
構
築
す

る
と
と
も
に
、
社
協
だ
よ
り

に
質
問
・
要
望
の
欄
を
設
け

る
こ
と
を
求
め
る
。

資
源
ご
み
袋
お
よ
び
環
境
保

全
協
会
に
つ
い
て

■問　
資
源
ご
み
の
分
別
を
取

り
組
む
ほ
ど
に
袋
代
が
か
さ

み
、
経
済
的
負
担
が
増
え
る

の
は
理
解
で
き
な
い
と
の
市

民
の
声
が
あ
る
が
、
当
局
の

見
解
は
。

■答　
ご
み
減
量
化
へ
の
協
力

者
が
評
価
さ
れ
る
施
策
の
構

築
が
必
要
と
考
え
る
。
当
協
会

と
も
十
分
な
協
議
を
進
め
る
。

▼
ご
み
袋
の
販
売
は
事
実
上

ご
み
の
有
料
化
で
あ
り
、
条

例
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
広

報
誌
作
成
、
ご
み
袋
売
上
の

一
般
会
計
へ
の
計
上
、
組
織

の
在
り
方
、
資
源
ご
み
袋
の

廃
止
を
含
め
た
積
極
的
な
協

議
を
求
め
る
。　
　

松
永
用
水
の
生
活
排
水
に
つ

い
て　

■問　
松
永
用
水
の
冬
期
通
水

の
開
始
時
期
が
遅
い
の
で

は
。

■答　
稲
刈
り
時
期
が
11
月
上

旬
ま
で
か
か
る
地
域
が
あ
る

た
め
遅
く
な
る
と
認
識
し
て

い
る
。

▼
で
き
る
限
り
の
停
水
期
間

の
短
縮
と
、
当
該
事
業
の
所

管
の
見
直
し
を
検
討
し
、
効

率
性
・
合
理
性
に
つ
い
て
水

路
管
理
者
と
協
議
の
充
実
を

図
る
こ
と
を
求
め
る
。

ロ
ー
カ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
館
を

廃
止

　

ロ
ー
カ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

教
育
と
啓
発
、
実
用
化
と
普

及
、
地
域
振
興
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
昭
和
63
年

に
開
館
し
た
が
、
利
用
者
の

減
等
に
よ
り
平
成
19
年
３
月

末
を
も
っ
て
休
館
と
な
っ

た
。
今
回
、
施
設
を
取
り
壊

し
、
土
地
の
利
活
用
は
今
後

検
討
す
る
。
本
施
設
を
廃
止

す
る
こ
と
に
伴
い
、
条
例
を

廃
止
す
る
と
の
説
明
。

■問　
原
発
が
行
き
詰
っ
て
き

て
い
る
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
太
陽
光
や
風
力
は
今
か
ら

な
の
で
は
な
い
か
。　

■答　
老
朽
化
等
に
よ
り
廃
館

す
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
も

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
重
要
視

消防小型動力ポンプ付普通積載車

ローカルエネルギー館

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

■問　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
の
建
物
の
耐
用
年
数
は
55

年
だ
が
、
補
修
し
た
場
合
、

概
算
で
ど
の
程
度
か
か
る
の

か
。

■答　
間
仕
切
り
を
残
し
た
状

態
で
約
１
億
３
５
０
０
万
円

と
試
算
し
て
い
る
。

財
産
の
処
分
に
つ
い
て

　

今
年
３
月
、
国
分
上
小
川

工
業
団
地
造
成
工
事
が
完
了

し
、
６
月
に
京
セ
ラ
㈱
と
土

地
売
買
仮
契
約
を
締
結
し

た
。
面
積
は
10
万
６
２
３
５

㎡
、
売
却
額
は
13
億
５
９
３

５
万
２
８
０
０
円
で
あ
る
。

　

積
算
価
格
は
、
用
地
取
得

費
・
設
計
業
務
委
託
費
・
造

成
工
事
費
合
計
で
15
億
２
６

４
５
万
２
５
０
０
円
。
全
体

面
積
に
対
し
て
調
整
池
の
割

合
が
約
11
％
あ
り
、
有
効
面

積
は
89
％
と
な
る
。
土
地
は

一
括
売
却
す
る
が
、
調
整
池

を
考
慮
し
た
売
却
価
格
と
し

た
と
の
説
明
。

■問　
当
工
業
団
地
は
、
ほ
場

整
備
が
行
わ
れ
た
農
地
で
あ

っ
た
が
、
国
へ
の
補
助
金
返

納
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

■答　
湛
水
防
除
補
助
金
の
１

億
３
０
０
０
万
円
を
返
納
し

た
。

■問　
調
整
池
ま
で
入
れ
て
算

定
し
、
売
却
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

■答　
工
業
団
地
の
売
却
が
複

数
社
あ
る
場
合
は
、
市
が
調

整
池
の
管
理
を
す
る
の
が
原

則
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
回

の
よ
う
に
相
手
先
が
１
社
の

場
合
は
、
購
入
先
の
ほ
う
で

管
理
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
妥
当
で
あ
る
。
市
で
所
有

し
、
管
理
し
て
い
け
ば
、
長

期
的
維
持
管
理
経
費
も
か
か

る
の
で
、
調
整
池
の
部
分
を

除
い
て
算
定
し
た
。

国分上小川工業団地

◎委員長　 

○副委員長
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